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筋量はPMI ( psoas muscle index; 腸腰筋面積(㎝ 2)/(身長(m))2)、筋脂肪化は多裂筋 IMAC 










て、PMIはVC (r = 0.255、P < 0.001)、FEV1.0 (r = 0.257、P < 0.001)と有意な相関を認
め、IMACはFEV1.0 (r = -0.203、P < 0.001)と有意な相関を認めた。女性において、PMI
とは有意な相関を認めなかったが、IMACはVC (r = -0.538、P < 0.001)、%VC (r = -0.395、
P < 0.001)、FEV1.0 (r = -0.547、P < 0.001)と有意な相関を認めた。３）男性では骨格筋
量低下群は正常群に比べ、VC (P < 0.001)、 FEV1.0 (P < 0.001)で有意な低下を認め、筋
肉の質低下群は正常群に比べ、FEV1.0 (P < 0.001)で有意な低下を認めた。女性では筋肉
の質低下群は正常群に比べ、VC (P < 0.001)、 FEV1.0 (P < 0.001)で有意な低下を認めた。
４）術前拘束性換気障害あり群はなし群に比べ、有意に(P = 0.021)予後不良であった。 
 
【結語】                             
男性における術前低骨格筋量および男性と女性における筋脂肪化は呼吸機能障害と有意
に関連していた。 
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